
○
研
究
業
絞
・
活
動
他

▽
池
上
要
靖
教
授

○
教
員
消
息

昇
任
そ
の
他

教
授

教
授

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
の
平
成
二
一
年
一
○
月
一
日
か
ら
平
成
二
二
年
九
月
三
○
日
ま
で
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

《
そ
の
他
〉

《
学
会
発
表
》

《
講
演
等
》

葉
報
「
仏
教
伝
播
ｌ
南
伝
仏
教
・
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
」
最
上
教
報
（
毎
月
一
回
発
行
）
（
平
成
二
一
年
一
○
月
号
～
現
在
）

「
９
ミ
盲
急
ぎ
嵩
ミ
誉
冒
曾
曽
§
員
員
○
ミ
ミ
詩
邑
冒
ミ
員
量
冒
ミ
ミ
冒
冒
曽
冒
」
世
界
平
和
法
要
二
○
一
○
記
念
講
演

（
プ
ノ
ン
ペ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
平
成
二
二
年
六
月
）

「
但
行
礼
拝
再
考
」
日
蓮
宗
静
岡
県
中
部
宗
務
所
布
教
師
会
研
修
（
富
士
ホ
ワ
イ
ト
ホ
テ
ル
、
平
成
二
二
年
五
月
）

「
イ
ン
ド
の
大
地
と
仏
教
ｌ
釈
尊
の
足
跡
」
身
延
山
大
学
公
開
講
座
（
身
延
公
会
堂
、
平
成
二
二
年
七
月
）

「
「
里
①
降
禺
の
第
６
原
則
」
に
関
す
る
仏
教
的
視
点
に
つ
い
て
」
日
本
仏
教
社
会
福
祉
学
会
第
四
五
回
大
会
（
高
野
山
大
学
、
平
成
二
二
年
九
月
）

己
冨
冨
の
二
重
構
造
に
つ
い
て
」
日
本
仏
教
学
会
二
○
一
○
年
学
術
大
会
（
大
谷
大
学
、
平
成
二
二
年
九
月
）

葉
報

中
山
光
勝
［
大
学
長
］

長
澤
市
郎
［
図
書
館
長
］

一
一
一
一



▽
寺
尾
英
智
教
授

▽
田
沼
朗
教
授

《
講
演
等
》

《
学
会
発
表
》

《
学
術
論
文
》

《
そ
の
他
〉

「
日
蓮
聖
教
の
お
も
し
ろ
さ
」
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
県
博
講
座
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
平
成
二
一
年
二
月
）

「
日
蓮
聖
人
の
法
難
と
法
難
会
」
日
蓮
宗
中
部
教
区
教
学
研
修
会
（
岐
阜
観
光
ホ
テ
ル
十
八
楼
、
平
成
二
一
年
一
二
月
）

「
「
立
正
安
国
論
」
か
ら
伊
豆
流
罪
へ
」
日
蓮
宗
尼
衆
宗
学
林
（
京
都
・
涌
泉
寺
、
平
成
二
二
年
一
月
）

ヨ
立
正
安
国
論
」
奏
進
か
ら
伊
豆
流
罪
へ
」
日
蓮
宗
兵
庫
県
西
部
布
教
師
会
公
開
講
座
（
浜
屋
ハ
ー
ト
ビ
ル
、
平
成
二
二
年
二
月
）

「
身
延
山
久
遠
寺
の
伽
藍
変
遷
に
つ
い
て
」
第
六
二
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
（
日
蓮
宗
宗
務
院
、
平
成
二
一
年
一
○
月
）

「
日
蓮
の
法
難
を
め
ぐ
る
認
識
」
日
本
宗
教
学
会
第
六
九
回
学
術
大
会
（
東
洋
大
学
、
平
成
二
二
年
九
月
）

「
行
学
院
日
朝
の
蔵
書
形
成
に
つ
い
て
」
（
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
五
八
巻
第
二
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
平
成
二
二
年
三
月
）

「
鎌
倉
の
日
蓮
を
め
ぐ
る
三
つ
の
日
付
」
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
特
別
展
図
録
『
鎌
倉
の
日
蓮
聖
人
」
、
平
成
二
一
年
一
○
月
）

「
身
延
山
久
遠
寺
の
伽
藍
変
遷
ｌ
五
重
塔
建
立
ま
で
」
（
「
宝
塔
涌
現
身
延
山
五
重
塔
復
元
建
立
記
念
誌
」
、
身
延
山
五
重
塔
復
元
建
立
賛
会
、

「
五
十
路
の
手
習
い
に
ス
キ
ー
を
は
じ
め
て
」
（
『
学
校
体
育
研
究
同
志
会
固
の
⑦
ニ
ュ
ー
ス
」
四
一
号
、
学
校
体
育
研
究
同
志
会
向
の
Ｑ
平
成
二
二
年
一
月
）

「
三
上
語
の
理
解
に
は
難
渋
し
ま
し
た
」
（
『
三
上
和
夫
先
生
退
職
記
念
小
冊
子
」
、
三
上
和
夫
先
生
退
職
記
念
行
事
実
行
委
員
会
、
平
成
二
年
三
月
）

「
今
を
生
き
る
子
ど
も
と
と
も
に
学
校
を
つ
く
る
学
校
づ
く
り
分
科
会
」
（
「
第
四
九
回
教
育
科
学
研
究
会
全
国
大
会
要
項
」
、
教
育
科
学
研
究
会
、

「
子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
学
校
」
（
『
子
ど
も
白
書
」
二
○
一
○
年
版
、
草
土
文
化
社
、
平
成
二
二
年
八
月
）

平
成
二
一
年
一
二
月
）

平
成
二
二
年
八
月
）

一

四



▽
福
士
慈
稔
教
授

▽
長
澤
市
郎
教
授

〈
そ
の
他
〉

《
学
術
論
文
》

《
学
会
発
表
》

《
講
演
等
》

彙
報
「
仏
教
受
容
と
民
間
信
仰
」
（
「
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
一
○
朝
鮮
半
島
・
ベ
ト
ナ
ム
ー
漢
字
文
化
圏
へ
の
広
が
り
」
、
佼
成
出
版
社
、
平
成
二
二
年
五
月
）

「
韓
国
金
剛
大
学
校
訪
問
報
告
」
（
「
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
」
第
一
四
号
、
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
平
成
二
二
年
四
月
）

「
十
四
世
紀
ま
で
の
日
本
律
蔵
関
係
章
疏
に
み
ら
れ
る
新
羅
・
高
麗
仏
教
認
識
」
（
『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
」
第
一
○
号
、

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
平
成
二
一
年
一
○
月
）

「
日
本
律
蔵
関
係
章
疏
に
み
ら
れ
る
朝
鮮
仏
教
認
識
に
つ
い
て
」
（
「
宗
教
研
究
』
第
八
三
巻
第
四
輯
、
日
本
宗
教
学
会
、
平
成
二
二
年
、
三
月
）

「
十
二
世
紀
末
ま
で
の
日
本
天
台
宗
の
新
羅
仏
教
認
識
に
つ
い
て
」
（
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
五
八
巻
第
二
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、

平
成
二
二
年
三
月
）

「
木
彫
の
保
存
修
復
ｌ
木
彫
像
の
修
理
に
つ
い
て
」
早
稲
田
大
学
オ
ー
プ
ン
講
座
・
文
化
財
講
座
（
早
稲
田
大
学
、
平
成
二
二
年
五
月
）

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
美
を
伝
え
る
」
」
文
化
財
保
護
法
六
○
年
記
念
事
業
（
京
都
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
、
平
成
二
二
年
五
月
）

「
仏
像
の
誕
生
」
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
（
身
延
公
会
堂
、
平
成
二
二
年
七
月
）

「
如
意
寺
蔵
塑
像
仁
王
像
修
理
に
お
け
る
強
化
剤
の
重
要
性
に
つ
い
て
」
東
ア
ジ
ア
文
化
遺
産
保
存
学
会
（
北
京
・
故
宮
博
物
院
、
平
成
一
二
年
一
○
月
）

「
縁
祖
日
纈
上
人
の
資
料
に
つ
い
て
」
柳
島
法
縁
（
浅
草
・
演
清
瓢
庵
、
平
成
二
二
年
三
月
）

ヨ
立
正
安
国
論
」
奏
進
か
ら
伊
豆
流
罪
へ
」
親
師
法
縁
講
演
会
（
長
崎
地
区
親
師
法
縁
）
（
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
長
崎
、
平
成
一
三
年
四
月
）

「
佐
渡
の
日
蓮
聖
人
に
つ
い
て
」
日
蓮
宗
布
教
研
修
所
（
身
延
・
清
号
寺
、
平
成
二
二
年
七
月
）

一

五



▽
間
宮
啓
壬
教
授

《
講
演
等
》

《
学
会
発
表
》

「
一
一
一
“
二
世

《
学
会
発
表
》

《
学
術
論
文
》

《
博
士
学
位
請
求
論
文
・
東
北
大
学
大
学
院
》

主
論
文
「
日
蓮
に
お
け
る
宗
教
的
自
覚
と
救
済
ｌ
「
こ
こ
ろ
み
」
の
宗
教
Ｉ
」
（
平
成
二
一
年
一
○
月
）

副
論
文
「
日
蓮
研
究
史
管
見
」
（
平
成
二
一
年
一
○
月
）

《
講
演
等
》

「
お
葬
式
の
現
在
」
県
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
テ
ー
マ
講
座
（
山
梨
英
和
大
学
、
平
成
二
一
年
一
○
月
）

「
「
法
華
経
の
行
者
」
「
如
来
使
」
で
あ
る
た
め
に
」
静
岡
県
東
部
宗
務
所
教
師
研
修
会
（
ホ
テ
ル
サ
ン
バ
レ
ー
伊
豆
長
岡
、
平
成
二
二
年
五
月
）

「
日
蓮
お
よ
び
そ
の
後
継
者
た
ち
と
権
力
」
第
五
二
回
印
度
学
宗
教
学
会
（
大
阪
国
際
大
学
、
平
成
二
二
年
五
月
）

「
身
体
の
『
法
華
廷
化
、
窪
華
廷
の
身
体
化
ｌ
持
経
者
と
日
蓮
ｌ
」
（
「
法
華
仏
教
研
究
」
第
二
号
、
法
華
仏
教
研
究
会
、
平
成
二
二
年
二
月
）

弓
法
華
験
記
」
に
み
る
い
わ
ゆ
る
「
妙
法
経
力
」
の
諸
相
」
二
宗
教
研
究
」
第
八
三
巻
第
四
輯
、
日
本
宗
教
学
会
、
平
成
二
二
年
三
月
）

「
現
世
安
穏
・
後
生
善
処
ｌ
「
法
華
験
記
」
に
み
る
法
華
経
力
の
諸
相
ｌ
」
（
「
日
本
仏
教
学
会
年
報
ｌ
仏
教
の
生
死
観
」
第
七
五
号
、
日
本
仏
教
学
会
、

平
成
二
二
年
八
月
）

「
韓
国
仏
教
事
情
」
日
蓮
宗
布
教
研
修
所
（
身
延
・
清
今
寺
、
平
成
二
二
年
九
月
）

「
一
二
世
紀
末
ま
で
の
真
言
宗
の
新
羅
仏
教
認
識
に
つ
い
て
」
日
本
宗
教
学
会
第
六
九
回
学
術
大
会
（
東
洋
大
学
、
平
成
二
二
年
九
月
）

「
鎌
倉
末
ま
で
の
日
本
華
厳
宗
の
朝
鮮
仏
教
認
識
に
つ
い
て
」
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
一
回
学
術
大
会
（
立
正
大
学
、
平
成
二
二
年
九
月
）

（
日
蓮
宗
宗
務
院
、
平
成
二
一
年
一
○
月
）

紀
末
ま
で
の
真
言
宗
諸
師
章
疏
に
み
ら
れ
る
新
羅
・
高
麗
仏
教
認
識
に
つ
い
て
」
第
六
二
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

一
一
ハ



▽
望
月
海
慧
教
授

《
学
会
発
表
》

《
そ
の
他
》

《
学
術
論
文
》

《
編
著
》

彙
報

「
○
口
吾
①
言
こ
『
号
ａ
ｐ
四
宮
の
『
具
ｓ
①
包
国
匡
昌
四
ｓ
め
い
日
向
宮
。
い
す
罠
日
野
“
二
画
号
巴
・
弓
吾
の
①
日
冒
閏
負
号
①
冒
房
昌
呉
さ
冒
堅
ン
め
め
ｏ
ｎ
一
貫
ご
邑
昏
『
弓
言
⑦
国
邑

鱒
且
屑
ゞ
シ
匡
瞬
弓
．
ｇ
ｇ
↓
夢
⑦
ご
昌
蔚
扇
昌
ａ
ｓ
①
国
『
匿
呂
９
言
ョ
亘
禦
く
目
８
号
ｇ
ゞ
（
第
一
七
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
、

●

プ
リ
ッ
テ
ィ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
平
成
二
二
年
八
月
）

「
第
十
四
回
国
際
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
会
報
告
」
（
「
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
」
第
一
四
号
、
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
平
成
一
三
年
四
月
）

「
ラ
ト
ナ
ー
ヵ
ラ
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
「
経
集
解
説
・
宝
明
荘
厳
論
」
和
訳
（
６
）
」
（
「
身
延
論
叢
」
第
一
五
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
平
成
二
二
年
三
月
）

「
○
口
号
の
ざ
員
吾
ｏ
冨
胃
①
『
具
吾
①
昌
智
ミ
員
尋
侭
．
ミ
ミ
侭
ご
勗
国
ご
騨
冨
」
（
宮
。
冒
園
胃
爵
畠
魚
画
ミ
ミ
萱
８
」
函
６
８
胃
目
①
貝
具
罠
冨
９
国

聾
且
屑
．
句
胃
三
ご
具
切
目
号
房
目
．
富
ヨ
８
５
目
ロ
ヨ
８
易
辱
．
平
成
二
二
年
）

「
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
セ
イ
フ
ォ
ー
ト
・
ル
エ
ッ
グ
著
（
初
期
）
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
研
究
の
諸
相
」
（
「
日
蓮
仏
教
研
究
」
第
四
号
、
常
円
寺
日
蓮
仏
教
研
究
所
、

「
ｇ
吾
①
弓
の
月
冨
冒
閂
９
ｓ
①
民
営
ミ
ロ
尋
侭
ミ
＆
侭
ご
勗
国
冒
騨
富
」
（
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
八
巻
第
三
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、

日
ｏ
ｇ
ｏ
ｇ
の
「
宝
性
論
釈
善
説
陽
光
論
」
に
つ
い
て
（
Ⅲ
）
」
（
「
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
○
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
平
成
一
二
年
一
○
月
）

「
忌
国
目
９
画
の
へ
葛
穏
ミ
員
忌
侭
ミ
ミ
侭
第
２
章
．
切
の
所
知
の
境
の
決
択
」
に
つ
い
て
」
（
「
イ
ン
ド
論
理
学
研
究
」
創
刊
号
、
イ
ン
ド
論
理
学
研
究
会
、

「
仏
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
？
ｌ
久
遠
実
成
の
釈
尊
と
は
何
か
ｌ
」
日
蓮
宗
布
教
研
修
所
（
身
延
・
清
号
寺
、
平
成
二
二
年
九
月
）

蚕
同
旨
国
胃
爵
負
恩
画
員
§
§
』
函
ｅ
ｇ
冑
冒
①
昌
具
園
富
国
口
碑
且
爵
．
園
。
三
ｇ
具
團
＆
房
ョ
．
冨
言
。
言
の
目
ご
胃
①
易
弓
．
ｇ
己
）

平
成
二
二
年
三
月
）

平
成
二
二
年
三
月
）

平
成
二
二
年
九
月
）

一
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▽
望
月
真
澄
教
授

《
学
術
論
文
等
》

《
海
外
出
張
》

目
彦
①
目
匡
門
・
冒
房
『
皀
胃
さ
ご
堅
言
。
『
丙
の
茸
○
℃
。
己
因
四
吋
ご
弓
四
目
貢
夢
ご
己
く
①
厨
一
国
興
困
閏
邑
ず
巨
門
頤
〕
匡
々
』
？
画
蝉
四
日
つ

（
第
三
回
国
際
初
期
タ
ン
ト
ラ
研
究
会
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
、
平
成
二
二
年
六
月
）

「
も
っ
と
知
り
た
い
身
延
山
」
（
布
教
誌
「
み
の
ぶ
」
、
身
延
山
久
遠
寺
、
連
載
中
）

「
江
戸
の
法
華
信
仰
」
（
『
法
華
」
、
法
華
会
、
連
載
中
）

「
新
刊
紹
介
冠
賢
一
「
京
都
町
衆
と
法
華
信
仰
」
」
（
「
正
法
」
平
成
二
二
年
秋
彼
岸
号
）

「
日
蓮
と
『
立
正
安
国
論
」
」
「
不
受
不
施
派
の
思
想
」
（
「
大
法
輪
」
平
成
二
二
年
九
月
号
）

「
相
模
国
の
法
華
寺
院
と
信
仰
の
道
」
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
特
別
展
図
録
「
鎌
倉
の
日
蓮
聖
人
」
、
平
成
二
一
年
一
○
月
）

「
五
重
塔
と
身
延
山
信
仰
」
（
「
宝
塔
涌
現
身
延
山
五
重
塔
復
元
建
立
記
念
誌
」
、
身
延
山
五
重
塔
復
元
建
立
奉
賛
会
、
平
成
二
一
年
一
二
月
）

「
江
戸
庶
民
の
身
延
山
巡
拝
ｌ
法
華
信
仰
の
形
態
を
探
る
」
（
幡
鎌
一
弘
編
「
近
世
の
宗
教
と
旅
」
、
法
蔵
館
、
平
成
二
二
年
三
月
）

「
近
世
の
日
蓮
伝
記
関
係
資
料
に
つ
い
て
」
（
「
日
本
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
八
巻
第
二
号
、
平
成
二
二
年
三
月
）

「
幕
末
期
日
蓮
伝
記
本
の
一
考
察
ｌ
中
村
経
年
著
「
日
蓮
上
人
一
代
図
会
」
に
お
け
る
挿
絵
と
日
蓮
の
足
跡
に
関
わ
る
記
載
事
項
を
中
心
に
」

（
冠
賢
一
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
日
蓮
教
学
教
団
史
論
集
」
、
山
喜
房
仏
書
林
、
平
成
二
二
年
三
月
）

「
身
延
山
参
詣
記
に
み
る
巡
拝
寺
院
に
つ
い
て
」
（
「
宗
教
研
究
」
第
八
三
巻
第
四
輯
、
日
本
宗
教
学
会
、
平
成
二
二
年
、
三
月
）

「
富
士
川
舟
運
の
今
昔
」
（
「
結
愛
」
第
二
号
、
郷
土
研
究
、
平
成
二
二
年
四
月
）

「
樺
太
仏
教
遺
跡
研
修
’
六
老
僧
日
持
の
足
跡
を
訪
ね
て
」
二
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
」
第
一
四
号
、
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
究
所
、

「
イ
ン
ド
仏
教
の
諸
論
師
は
法
華
経
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
の
か
」
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
一
回
学
術
大
会
（
立
正
大
学
、
平
成
二
二
年
九
月
）

「
ア
テ
ィ
シ
ャ
に
帰
さ
れ
る
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ
関
連
の
文
献
に
つ
い
て
」
日
本
宗
教
学
会
第
六
九
回
学
術
大
会
（
東
洋
大
学
、
平
成
二
二
年
九
月
）

平
成
二
二
年
四
月
）

一

八



▽
山
田
英
美
教
授

《
講
演
等
》

《
学
会
発
表
》

《
そ
の
他
〉

《
学
術
論
文
》

彙
報

「
身
延
山
総
登
詣
の
意
義
」
日
蓮
宗
山
静
教
区
檀
信
徒
協
議
会
（
身
延
山
信
徒
研
修
道
場
、
平
成
二
一
年
一
○
月
）

「
身
延
山
の
歴
史
と
文
化
を
探
る
Ⅲ
」
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
身
延
山
端
場
坊
及
び
身
延
山
大
学
、
平
成
二
一
年
一
○
月
）

「
身
延
山
登
詣
の
歴
史
と
そ
の
意
義
」
日
蓮
宗
勧
学
院
九
州
教
区
研
修
会
（
長
崎
県
宗
務
所
、
平
成
二
一
年
一
○
月
）

「
相
模
国
の
法
華
寺
院
と
信
仰
の
道
」
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
講
座
（
神
奈
川
県
歴
史
博
物
館
、
平
成
二
一
年
一
○
月
）

「
身
延
山
の
歴
史
」
山
梨
県
第
一
部
宗
務
所
九
組
護
法
統
一
信
行
法
話
（
南
部
町
妙
高
寺
、
平
成
二
一
年
二
月
）

「
日
蓮
聖
人
身
延
御
入
山
の
道
Ｉ
」
身
延
山
大
学
寺
子
屋
講
座
（
沼
津
市
妙
海
寺
、
平
成
二
一
年
二
月
）

「
日
蓮
聖
人
身
延
御
入
山
の
道
Ⅱ
」
身
延
山
大
学
寺
子
屋
講
座
（
御
殿
場
市
久
成
寺
、
平
成
二
一
年
二
月
）

「
日
蓮
聖
人
身
延
御
入
山
の
道
Ⅲ
」
身
延
山
大
学
寺
子
屋
講
座
（
沼
津
市
本
能
寺
、
平
成
二
一
年
一
二
月
）

「
日
蓮
宗
の
受
茶
羅
本
尊
‐
よ
不
門
先
師
に
学
ぶ
」
静
岡
中
部
第
八
区
寺
院
区
内
会
（
富
士
市
法
蓮
寺
、
平
成
二
一
年
一
二
月
）

「
鎌
倉
霊
跡
巡
り
」
身
延
山
門
前
町
主
催
案
内
講
師
（
平
成
二
二
年
六
月
）

「
身
延
山
参
詣
記
に
お
け
る
巡
拝
寺
院
の
比
較
」
日
本
宗
教
学
会
第
六
九
回
学
術
大
会
（
東
洋
大
学
、
平
成
二
二
年
九
月
）

「
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
日
蓮
伝
記
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
小
川
泰
堂
著
「
日
蓮
大
士
真
実
伝
』
を
中
心
に
」
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
一
回
学
術
大
会

（
立
正
大
学
、
平
成
二
二
年
九
月
）

「
娘
・
母
関
係
の
物
語
（
四
）
」
「
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
」
第
一
○
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
平
成
二
一
年
一
○
月
）

（
共
著
三
韓
国
金
剛
大
学
校
表
敬
訪
問
記
」
（
「
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
」
第
一
四
号
、
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
平
成
二
二
年
四
月
）

一

九



▽
小
川
純
講
師

《
共
同
研
究
》

▽
長
又
高
夫
准
教
授

▽
伊
東
久
実
准
教
授

《
社
会
的
活
動
》

《
講
演
等
》

《
学
術
論
文
》

《
講
演
等
》

《
学
術
論
文
》

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
養
成
講
座
講
師
（
伊
藤
学
園
優
和
ス
ク
ー
ル
）

「
法
書
「
明
法
条
々
勘
録
」
の
法
的
性
格
」
（
『
青
山
法
学
論
集
」
第
五
一
巻
第
一
・
二
号
合
併
号
、
青
山
学
院
大
学
、
平
成
二
一
年
一
二
月
）

「
動
作
解
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
る
解
析
画
像
を
活
用
し
た
介
護
動
作
教
育
モ
デ
ル
の
開
発
ｌ
動
作
解
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
活
用
し
た
介
護
・
看
護
・

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
野
に
共
通
す
る
動
作
の
分
析
Ⅲ
」
山
梨
県
立
大
学
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究

「
北
条
泰
時
の
法
思
想
」
平
成
二
二
年
度
身
延
山
大
学
公
開
講
座
（
身
延
山
大
学
、
平
成
二
二
年
六
月
）

「
保
・
幼
・
小
連
携
の
課
題
と
今
後
」
山
梨
県
幼
児
教
育
振
興
事
業
・
峡
南
地
区
保
幼
小
連
携
教
育
研
修
会
（
身
延
町
総
合
文
化
会
館
、
平
成
二
一
年
一
○
月
）

「
現
代
社
会
と
子
育
て
支
援
」
身
延
町
子
育
て
支
援
事
業
・
身
延
町
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
中
富
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
一
年
一
○
月
）

「
み
ん
な
で
楽
し
く
１
三
世
代
交
流
」
山
梨
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
出
前
講
座
（
ア
ル
フ
ァ
ー
セ
ン
タ
ー
（
南
部
町
）
、
平
成
二
二
年
七
月
）

「
保
育
者
の
成
長
過
程
ｌ
高
瀬
慶
子
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
」
（
『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
」
第
一
○
号
、
身
延
山
大
学
仏
学
部
、

平
成
二
一
年
一
○
月
）

一

一

○



▽
佐
々
木
さ
ち
子
講
師

▽
楢
木
博
之
講
師

《
学
術
論
文
等
》

《
そ
の
他
》

《
学
会
発
表
》

《
講
演
等
》

禦
報

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
効
果
と
課
題
」
（
「
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
」
第
一
○
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
平
成
二
一
年
一
○
月
）

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
と
地
域
づ
く
り
ｌ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
出
来
る
こ
と
」
（
「
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
謹
第
一
四
号
、

身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
平
成
二
二
年
四
月
）

「
わ
か
り
や
す
い
研
修
の
あ
り
方
ｌ
研
修
方
法
の
紹
介
」
（
需
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
研
修
研
究
会
報
告
書
呂
巨
、

静
岡
県
介
護
支
援
専
門
連
絡
協
議
会
、
平
成
二
二
年
）

「
職
能
団
体
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
・
位
置
づ
け
」
（
「
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
研
修
研
究
会
報
告
書
曽
巨
、

静
岡
県
介
護
支
援
専
門
連
絡
協
議
会
、
平
成
二
二
年
）

（
共
著
二
韓
国
金
剛
大
学
校
表
敬
訪
問
記
」
（
『
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
」
第
一
四
号
、
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
平
成
二
二
年
四
月
）

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
と
地
域
づ
く
り
ｌ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
出
来
る
こ
と
」
第
一
○
回
日
本
認
知
症
ケ
ア
学
会

（
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
平
成
二
一
年
一
○
月
）

「
社
会
福
祉
士
実
習
に
お
け
る
静
岡
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
の
取
り
組
み
」
第
五
八
回
日
本
医
療
社
会
事
業
全
国
大
会
・

第
三
九
回
日
本
医
療
社
会
事
業
学
会
（
メ
ル
パ
ル
ク
ｚ
崖
の
シ
ｚ
○
（
長
野
市
）
、
平
成
二
二
年
五
月
）

「
主
任
介
護
支
援
専
門
員
が
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
な
る
た
め
の
研
修
方
法
の
確
立
ｌ
主
任
介
護
支
援
専
門
員
が
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
な
る
た
め
に
」

第
九
回
日
本
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
（
立
教
大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
、
平
成
二
二
年
八
月
）

「
介
護
支
援
専
門
員
に
お
け
る
面
接
技
法
に
つ
い
て
」
伊
東
市
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
部
会
研
修
（
伊
東
市
役
所
、
平
成
二
一
年
二
月
）

一
一
一



○
平
成
二
一
年
度
仏
教
学
部
卒
業
論
文
論
題
及
び
指
導
教
員

〈
仏
教
学
科
〉

芦
田
智
秀

佐
野
勝
弥

柴
田
将
貴

竹
内
英
皓

中
村
光
暇

平
山
大
樹

松
井
智
伸

水
谷
匡
志

佐
藤
達
裕

竹
内
浩

「
実
習
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
論
」
社
会
福
祉
士
実
習
指
導
者
講
習
会
（
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
シ
ズ
ウ
ェ
ル
、
平
成
二
二
年
二
月
）

「
事
例
検
討
に
つ
い
て
」
沼
津
市
ケ
ァ
プ
ラ
ン
指
導
研
修
（
千
本
プ
ラ
ザ
、
平
成
二
二
年
七
月
・
八
月
）

「
認
知
症
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に
」
富
士
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
記
念
講
演
会
（
富
士
川
町
民
会
館
、
平
成
二
二
年
七
月
）

「
社
会
福
祉
士
に
求
め
ら
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
初
任
者
研
修
会
（
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
シ
ズ
ウ
ェ
ル
、

平
成
二
二
年
九
月
）

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
視
点
と
記
録
の
方
法
に
つ
い
て
」
熱
海
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
研
修
（
熱
海
市
起
雲
閣
、
平
成
二
一
年
一
二
月
・
平
成
二
二
年
一
月
）

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
技
術
ｌ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
」
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
（
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
、
平
成
二
一
年
一
二
月
）

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
技
術
ｌ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
」
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
（
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、

平
成
二
二
年
二
月
）

「
波
木
井
氏
と
身
延
山
」

「
七
面
山
の
歴
史
に
つ
い
て
」

「
鬼
子
母
神
の
制
作
」

「
鬼
子
母
神
の
制
作
と
研
究
」

「
身
延
山
の
伽
藍
に
つ
い
て
」

「
日
蓮
宗
の
祈
祷
本
尊
に
つ
い
て
」

「
日
蓮
宗
の
稲
荷
信
仰
」

「
日
蓮
宗
に
お
け
る
鬼
子
母
神
信
仰
」

「
稲
荷
信
仰
に
つ
い
て
」

「
天
台
四
教
儀
の
研
究
」

寺
尾
英
智

望
月
真
澄

柳
本
伊
左
雄

柳
本
伊
左
雄

望
月
真
澄

望
月
真
澄

望
月
真
澄

寺
尾
英
智

望
月
真
澄

福
士
慈
稔

一
一
一
一



〈
福
祉
学
科
〉

金
刺
信
行
「
伊
豆
水
軍
富
永
氏
の
仏
教
信
仰
に
つ
い
て
ｌ
日
蓮
宗
信
仰
を
中
心
に
ｌ
」

仲
宗
根
朝
治
「
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
に
み
る
ゴ
ー
ダ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
教
説
」

山
下
清
昭
「
日
蓮
聖
人
像
製
作
と
仏
像
製
作
の
過
程
及
び
手
順
の
一
例
」

若
林
佑
貴
子
「
宗
教
と
心
理
」

柴
田
英
伸
「
祈
る
と
い
う
こ
と
ｌ
日
蓮
聖
人
と
日
宗
の
場
合
ｌ
」

岩
崎
真
弓
「
介
護
に
お
け
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
ヶ
ア
」

大
森
瑞
己
「
現
代
社
会
に
お
け
る
少
年
犯
罪
の
実
態
把
握
と
解
決
策
の
考
察
」

川
口
藍
「
死
を
取
り
巻
く
環
境
に
関
す
る
一
考
察
」

齋
藤
理
加
「
死
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察
」

永
濱
考
祥
「
仏
教
と
福
祉
に
関
す
る
一
考
察
」

籏
町
惇
二
「
福
祉
専
門
職
に
お
け
る
現
状
と
課
題
ｌ
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
必
要
性
ｌ
」

山
形
雄
也
「
増
穂
町
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
ｌ
住
民
に
何
が
で
き
る
の
か
Ｉ
」

渡
邊
裕
貴
「
「
死
」
に
関
す
る
一
考
察
」

神
高
史
「
身
近
に
あ
る
素
材
で
作
る
遊
具
」

小
宮
山
真
未
「
布
の
絵
本
の
持
つ
力
」

小
宮
山
優
香
「
ダ
ウ
ン
症
児
の
発
達
と
そ
の
理
解
ｌ
Ｙ
君
の
遊
び
の
観
察
を
通
し
て
ｌ
」

齊
藤
利
加
子
「
子
ど
も
と
動
く
お
も
ち
ゃ
」

中
川
恵
理
香
「
ひ
と
り
親
に
生
き
る
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
」

丸
山
友
花
里
「
布
お
も
ち
ゃ
の
魅
力
」

村
井
美
日
「
寺
院
な
ら
で
は
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
育
」

横
瀬
友
希
「
保
育
施
設
に
お
け
る
壁
画
装
飾
」

葉
報

寺
尾
英
智

望
月
海
慧

柳
本
伊
左
雄

三
輪
是
法

間
宮
啓
壬

小
川
純

中
山
光
勝

池
上
要
靖

池
上
要
靖

池
上
要
靖

楢
木
博
之

楢
木
博
之

池
上
要
靖

伊
東
久
実

伊
東
久
実

山
田
英
美

長
澤
市
郎

山
田
英
美

伊
東
久
実

山
田
英
美

伊
東
久
実

一
一
一
一
一


